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展開方向２ 中山間地域の活性化に資する生産基盤整備 

 

 

 

 

 

 (１) 多様な担い手の確保と将来ビジョンの策定の推進 

 

・ 中山間地域は、生産条件が厳しいため、平場と比べ 1 経営体当たりの経営耕地面積が小さく、

5ha 以上の経営体の割合も低くなっています。また、規模拡大による所得の確保が難しいことか

ら、新たな人材の確保が進まず、農業就業者の減少や高齢化などにより、このままでは地域農業

の維持、発展が難しい状況となっています。 

・ このため、多様な担い手の確保や、地域の特性を活かした農業の高付加価値化を進めていく必

要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

● 多様な担い手の確保 

・ 生産基盤の整備に着手する地区では、地域農業の維持、発展が図られる営農体制の実現に向け、

小規模、高齢農家なども役割を発揮できる集落営農組織の育成や、既存の小規模農業法人等の連

携などを進めるとともに、農業以外の仕事にも取り組む「半農半Ｘ」等多様な形で農に関わる者

も含めて、地域を担う新たな人材の受け入れを推進します。 

● 持続的発展に向けた将来ビジョン策定の推進 

・ 農業経営の多角化・複合化による所得の確保、多様な担い手の確保や農業と他産業を組み合わ

せた多様な働き方の実現を図るため、基盤整備に向けた地域での話し合いを契機に、中山間地域

の持続的発展に向けた将来ビジョンの策定を推進し、これに基づくきめ細やかな整備を支援しま

す。 

【表2-2-1 中山間地域の現状（令和２年）】 

現状と課題 

対応方向 

中山間地域は、生産条件に恵まれず、農業者の高齢化や減少が進行していることから、生産基

盤の整備を契機として、農業者の組織化等を進めることにより多様な担い手を確保するととも

に、経営の多角化・複合化による所得確保や多様な働き方を実現するため、将来ビジョンの策定

を推進し、関係人口の増加等も促しながら、地域の活性化を図ります。 

資料：2020年農林業センサスを基に集計 

項目 中山間地域 平場地域

 1経営体当たり
 経営耕地面積

2.2ha 3.9ha

 5ha以上の
 経営体の割合

8% 19%

【図2-2-1 中山間地域の農業就業人口と 

          基幹的農業従事者の高齢化率の推移】 
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23 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 地域特性に合わせた生産基盤整備 

・ 営農条件に恵まれない中山間地域においても、作業効率がよく、維持管理しやすく、安全・

安心に作業ができるよう、地域特性や将来の営農体制に合わせた生産基盤の整備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上越市牧区の宇津俣地区では、基盤整備を契機に集落のほぼ 

すべての農家が構成員となっている農事組合法人への農地の集 

積が進んでいます。法人では、ぶな林からしみ出た清水をたっ 

ぷり含み、アクの少ない美味しい大根として有名な「雪太郎大 

根」の栽培を拡大し、地域の女性たちが中心となって大根ジャ

ム、大根ぎょうざ、切干大根のレシピを開発し、加工していま

す。雪太郎の伝説も載せたパッケージも統一し売り上げを伸ば

しています。 

 

平行畦畔型等高線区画は、畦畔を平行に保ちなが

ら、作業の支障にならない程度に区画を折り曲げ、

等高線方向に区画拡大を図る工法です。 

 

 
 

【等高線区画】 

農地環境整備事業 宇津俣地区（上越市） 

■特徴■ 

・移動土工量が少ない 

→地盤安定、工事費縮減 

・区画段差が小さい 

→除草等の維持管理軽減 

・区画の幅が一定で長辺

が長い 

→機械作業効率が高い 

【安全で草刈りなどの維持管理がしやすいほ場】 

 糸魚川市の上根知地域では、基盤整備を契機に特定農業法人 

（建設会社の農業参入）への農地の集積が進んでいます。 

 法人では、農家が耕作できなくなった農地を積極的に引き受 

け、日本百名山「雨飾山」から流れ出る清水が育んだ「おてて 

こ米」を栽培し販売しています。また、ブルーベリーの栽培に 

も取り組み「雨飾山ブルーベリー」として、生食に加えジャム 

に加工し、農産物直売所やインターネットで販売しています。 

  

中山間地域総合整備事業 上根知地区（糸魚川市） 

農地環境整備事業 宇津俣地区（上越市） 

中山間地域は、平場に比べ田差が大きいため、ほ

場整備の際は、草刈り作業のしやすさや安全性向上

のため、法面に法先小段や中小段を設けています。 

最近は、草刈り作業の機械化が進んでいることか

ら、地域の営農計画や使用機械に合わせて、小段の

幅等を調整している事例があります。 

 

農地環境整備事業 水野下牧地区（上越市） 
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経営耕地
面積①

耕作放棄地
面積②

割合（％）
②/(①+②)

ほ場整備
面積③

耕作放棄地
面積④

割合（％）
④/③

126,763 10,560 7.7 63,889 52.7 0.082

平場地域 84,032 4,125 4.7 40,369 16.7 0.041

中山間地域 42,731 6,435 13.1 23,520 36.0 0.153

注1　経営耕地面積、耕作放棄地：農林水産省「農林業センサス」

注2　ほ場完了地区内耕作放棄地：農地計画課｢耕作放棄地実態調査｣(H27)

区　　分

全　　体

（単位：ha）

内ほ場完了地区内耕作放棄地
平成27年度

(２) 耕作放棄地の利活用と都市住民との交流や棚田の保全活動 

 

・  中山間地域においては、農業者の減少や高齢化が進行し、耕作放棄地が増加しています。一方、

これまでにほ場整備が行われた農地では、耕作放棄地の発生はわずかです。 

・ 中山間地域が有する多面的な機能を維持するため、耕作放棄地の発生を防止するとともに、再

生可能な農地の利活用を進める必要があります。 

・ 中山間地域の中でも、特に条件が厳しい棚田は、農業のみに着目した維持には限界があること

を踏まえ、地域振興を通じ、棚田を将来に継承していくという考えのもと、令和元年８月に「棚

田地域振興法」が施行されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●耕作放棄地の利活用 

・ 耕作放棄地が点在する地域における基盤整備では、営農を継続し生産性向上を図る区域と、耕

作放棄地を集積し周辺の農地に悪影響を与えないよう保全管理する区域に区分し、それぞれ適切

に耕作及び管理することにより、耕作放棄地を解消するとともに発生を抑制します。 

【農地環境整備事業により耕作放棄地と農地を区分】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

対応方向 

【表2-2-2 耕作放棄地面積】 

管理が不十分な耕作放棄地は、雑草の繁茂、

病害虫の発生等により周辺農地に悪影響を与

える恐れがあります。 

耕作放棄地を保全・管理区域に集め、営農す

る生産区域と区分し、適切な管理や利活用を

通じて周辺農地に悪影響を与えないようにし

ます。 
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【耕作放棄地の利活用事例】 

保全管理している区域では、山菜やそばの栽培、温水ため池の設置など、地域の工夫により利

活用を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 都市住民との交流や棚田の保全活動 

・ 中山間地域の活性化のため、農村と都市住民との交流を進めます。また、不利な条件ながら

も営農の継続に意欲的な地域を支援するため、市町村やＮＰＯ法人等とのネットワークを構築

するとともに、棚田みらい応援団や ECHIGO 棚田サポーターによる保全活動を推進します。 

・ 市町村や棚田地域振興協議会を通じて、棚田地域の振興に関連する施策の活用を推進すると

ともに、令和４年３月に「つなぐ棚田遺産*5」として認定された棚田をはじめ、県内の棚田地域

の取組について広く情報発信し、関係人口の増加を促しながら、棚田地域の振興を図ります。 

 

 

 

*5
 
農林水産省は、棚田地域の振興に関する取組が優れた全国 271 棚田を「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」と

して認定。本県においては、全国１位となる36棚田が認定されている。 

耕作放棄地を一箇所に集め、地

域が共同で管理する山菜園として

利活用しています。収穫したもの

は地域の行事で振るまうなど有効

活用されています。 

農地環境整備事業 

高倉地区（糸魚川市） 

冷たい農業用水を温めるため、

温水ため池を造成しています。水

温調整が可能となったことで米の

栽培もしやすくなりました。 

 

農地環境整備事業 

坂口新田地区（妙高市） 

地域の担い手である法人がそば

を栽培して保全管理しています。

９月頃には一面そばの花が広が

り、景観作物としても効果を発揮

しています。 

農地環境整備事業 

湯川内地区（糸魚川市） 

春の田植え 

農地環境整備事業 湯川地区（糸魚川市） 
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（１）都市住民との交流 

 
 

 

 

（２）棚田みらい応援団 

棚田みらい応援団では、社会貢献活動を希望する企業や学生ボランティアと、農地や農業用施設の

維持・保全に人手を要する棚田地域をマッチングし、営農活動や地域活性化を支援しています。 

令和元年度は、県内企業10社と学生ボランティアが、十日町市や上越市、糸魚川市において、田植

えや稲刈り、水路の江ざらいを実施しました。６回の活動には、のべ 190 名が参加しており、作業後

の交流会では、地域住民との活発な意見交換を行いました。 

 
    
 
 
 
 
 
 
 

三ッ山地区（十日町市）での稲刈り      
 

 

（３）ECHIGO棚田サポーター 

 
      小倉の棚田（佐渡市） 

ECHIGO 棚田サポーターは、田植えや江ざらい、草

刈り等の棚田保全活動により営農活動を支援するととも

に、地域住民との交流を通じ、棚田地域の活性化に寄与

するため、平成 11 年 3 月に設立されたボランティア団

体です。 

令和元年度は、上中下越、佐渡の 22 地区で、のべ

1,345 名が参加し、42 回の棚田保全活動を実施しまし

た。 

妙高山麓にある坂口新田地区（妙高市）は、農地環

境整備事業により基盤整備を実施しました。 

事業完了後は、市内だけなく新潟市等の小学校から

も農業体験の受け入れを行っており、都市農村交流を

通じた地域活性化に取り組んでいます。 

作業後の交流会 

農地環境整備事業 坂口新田地区（妙高市） 
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(３) 農業水利施設等の保全管理や農業用水源の確保 

 

・ 中山間地域では、まとまった農業用水の確保が難しい地域もあり、川のはるか上流から山肌を這う

ように水路（山腹水路）を引き、取水ができるようため池を整備するなどして、用水を確保していま

す。これらの施設は、農業生産に寄与するだけでなく、雨水を適切に貯留、排除することで、土砂崩

れや斜面の浸食防止等の防災効果もあります。 

・ 山腹水路や素掘り隧道等は、維持管理に多大な労力を要し、中山間地域において農業者の減少

や高齢化が進行する状況のなかで、維持管理の負担を軽減する必要があります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

● 農業水利施設等の保全管理 

・ 維持管理に多大な労力を要する山腹水路や素掘り隧道については、管水路化や内面の補強など、

維持管理の軽減や安全性に配慮した整備を推進します。 

● 農業用水源の確保 

・ 天水田などで用水確保が難しい地域においては、ため池を新設するなど、営農が継続できるよ

う整備を進めます。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

《関連する事業》 

・中山間地域農業農村総合整備事業 ・中山間地域総合整備事業 ・農地環境整備事業 

 ・中山間地域総合農地防災事業等 

【 隧道整備前 】 【 隧道整備後 】 

中山間地域総合農地防災事業 十日町地区（十日町市） 

【山腹水路】 

対応方向 

現状と課題 

農地環境整備事業 新外谷地区（南魚沼市） 

【 ため池整備前 】 【 ため池整備後 】 

早川西側地区（糸魚川市） 

【素掘り隧道】 

早川西側地区（糸魚川市） 

山腹水路や隧道は、数キロにおよぶもの

もあり、農業用水だけでなく、生活用水と

しても利用されています。 

雪解け後は補修や江ざらい、かんがい期

にはゴミの除去や草刈りなど、維持管理は

農家にとって大きな負担となっています。 

素掘り隧道は、人がやっと通れる程度

の断面しかなく、溜まった土砂の排除や

崩落の補修には、労力を要するだけでな

く、危険が伴いました。整備により断面

を覆工し水路断面を拡幅することによ

り、負担が軽減され、安全に維持管理で

きるようになりました。 

雨水だけに頼る天水田地域や、用水

に恵まれない地域については、ため池

の新設や改修などにより、安定的な水

源確保ができるようになりました。 



 

28 
 

 

 

【トピックス③】 
集落の維持発展に向けた地域ビジョンの策定 ～長岡市東谷地区の取組～ 

 

東谷地区は、旧栃尾市の市街から東方約 5km に位置し、南部の守門岳

を中心とした山並の稜線は長岡市と魚沼市との境界となっています。

山々に囲まれ自然環境に恵まれた地域で、耕地は地区中央を流れる一級

河川刈谷田川に沿って点在しています。 

 

この地域の菅畑集落では、「中山間地域の集落形成と維持発展には、農業を含めた総合的

な地域づくりが不可欠」との考えから、県の地域ビジョンづくり支援を活用し、平成 13年

度に集落ビジョン 菅畑「田舎の親類村」計画を策定しました。 

 

翌年度には農業法人を設立し、同法人は隣接地域と協力し合い同計画に位置づけたほ場整

備（中山間地域総合整備事業 東谷地区（H22～H30））を実現するな

ど、今日まで地域の維持発展の中心的な役割を担っています。 

また、都市農村交流による地域活性化の先進的な取組を展開し、平成 23

年に、地域資源である地元食材を活用した「農家レストラン・農産物直売

所」を開設するなど、地域の雇用創出と交流人口の拡大に取り組んでい

ます。 

 

農家レストランでは、中山間地域総合整備事業により整備され

た農地で作られた山菜や、特産の「やわ肌ネギ」、サトイモのほ

か、地元の地鶏生産組合が飼養した「にいがた地鶏」など、地元

で生産された食材を豊富に活用したメニューを提供し、直売所・

イベント等で販売を行うなど、地域の特色を活かしたにぎわいを

創出しています。 

 

その他にも、農業を軸に、観光・教育等の多様な分野と連携

して、グリーンツーリズムや子供の農業・農村体験の受入れを

行っており、交流人口の拡大による新たなコミュニティづくり

に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地元食材を活かした炊き込みご飯定食） 

（農家レストラン・農産物直売所） 

（中山間地域総合整備事業） 

（稲刈り体験イベント） （菅畑地区新鮮野菜まつり） 
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